
- 1 - 

 

特殊詐欺の被害者アンケートから判明した被害防止のポイントについて  

 

 

 

 

 

※令和 4年の被害者 ：総数 132人  

 

１  被害者は「特殊詐欺」というも  

のを知っていたか  

 

 

 

２  １で「知っていた」と回答した  

者のうち、自分が被 害に遭った手  

口について知ってい たか  

 

 

３  自分が被害に遭うかもしれない  

と思っていたか  

 

 

▼被害者のほとんど が「特殊詐欺」につ いて見聞きしたこと があった  

が、騙された手口を 知らない方が多かっ た。  

「自分は被害に遭わ ない、騙されない」 と思っている方が約 ８割。  

 まずは、誰もが被 害に遭い得る犯罪で あるという危機感を 広げ、騙  

しの手口等にも関心 を持ってもらうこと が被害防止の上で重 要。  

滋賀県警察において、特殊詐欺の被害届を受理した際 、被害者から 

聞き取り（アンケート）を実施した結果を取りまとめたもの。 

文中の「▼」は、被害防止に向けたポイントとして考えられる事項 。 

※本調査は、令和 ４年 10月 （一部 、４月 ）から実施しているもの。  

 

 

 

 

 

知っていた 100人

全く知らなかった 4人

知っていた

96%

知らなかった 4%

計 104人

知っていた

23%

知らなかった

77% 計 100人

知っていた 23人

知らなかった 77人

騙されないと思っていた 41人

騙されるかもしれないと思っていた 6人

不明 5人
騙されない

79%

騙されるかも

しれない 11%

不明 10%

計 52人
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４  被害者による防犯メールの登録状況  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５  被害者が行っていた防犯対策の実施 状況（有無・種別）  

 

 

 

▼被害者の多くは、 特段の被害防止対策 を取って いない。  

 誰もが被害に遭い 得る犯罪だという危 機感を持って、でき る対策を  

講じていただけるよ うにすることが期待 される 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

あり, 1件, 

2%

無し, 33件, 

63%

不明, 18件, 

35%

計 52件

4件

3件

1件

ナンバーディスプレイ

留守番電話設定

実施している対策

不明

対策をしている, 8件, 15%

対策をしていない, 42件, 81%

不明, 2件, 4%

計 52件
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６  犯人から連絡を受けたときの被害者 の状況  

 

 

 

７  いつ自分が騙されたと気付いたか  

 

 

８  被害者が犯人から連絡を受けた手段 別の認知件数  

 

 

 

▼被害者のほとんど の方は、自宅等で１ 人でいる時に犯人か ら連絡を  

受けている。  

また、被害者の多く は、家族や知人等に 話したり相談したり して被  

害に気付いており、 予期せぬお金の話に は１人で対応 しよう とせ  

ず、誰かに相談等す ることが重要。  

なお、犯人からの連 絡は固定電話への電 話か、携帯電話への メール  

で行われることが多 く、前者については 、留守番電話設定 や 迷惑電  

話防止機能の活用が 被害防止に有効と考 えられる。  

固定電話

60%

携帯電話での

通話 4%

携帯電話への

メール

33%

その他 3%

計 132件

自宅で1人

79%

１人で外出中 8%

家族と自宅 9%

家族と外出中 0%

不明 4%

計 52件

自分で気付いた

25%

家族に相談

33%
金融機関

に相談

19%

知人に相談

11%

警察に相談 10%

行政機関に相談 2%

計 52人

自分でおかしいと思って気付いた 13人

家族と会話や相談をしたとき 17人

金融機関に確認、相談等をしたとき 10人

知人に相談等をしたとき 6人

警察に連絡、相談等をしたとき 5人

市町などの行政機関に相談等をしたとき 1人

自宅で１人でいるとき 41件

１人で外出中 4件

家族と一緒に自宅にいるとき 5件

家族と外出中 0件

不明 2件

固定電話 79件

携帯電話で通話 6件

携帯電話へのメール 43件

その他 4件
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９  電話をかけてきた犯人の特徴（被害 者が受けた印象）  

 

 

 

 

 

 

10 詐欺の予兆電話（騙すための電話） がかかってきた時間 帯  

▼詐欺の電話をかけ てくる犯人は、声の 特徴や話し方からほ とんどが  

若い男性。  

 被害のきっかけと なる詐欺の予兆電話 は、昼間帯にかかっ てくるこ

とが多い。  

 

 

 

 

 

男

84%

女

3%

不明

13%

犯人の性別（延べ件数）

計 74件

不明

62件

2件

10件

男

女

性別 件数

30歳代

40歳代

50歳代

不明

0件

50件

14件

3件

年齢層

20歳代

件数

7件

20歳代

9%

30歳代

19%

40歳代

4%

50歳代 0%

不明

68%

犯人の年齢層（延べ件数）

計 74件

4件

9件

4件

6件

1件

5件

2件

5件

0件

1件 1件

0件

1件

2件

3件

4件

5件

6件

7件

8件

9件

10件

～9時台 10時台 11時台 12時台 13時台 14時台 15時台 16時台 17時台 18時台 19時台

計 38件
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11 犯人が名乗った肩書き（延べ件数）  

12 犯人が名乗る肩書きの総数と登場順           （件）  

※犯人が被害者と連 絡した際に、実際に 名乗った肩書きを登 場順に  

表したもの。  

 ハイフン（  －  ）は、単独で、以降の 登場人物がなかった もの 。  

▼犯人グループは「 市役所職員」「金融 機関職員」等、様々 な肩書き  

を使用し、被害者に 考える間を与えない よう、 一度の犯行で 、 肩書  

きを替えて複数人が 登場する手口を多用 している。  

 

10件

1件

1件

2件

5件

6件

22件

22件

0件 5件 10件 15件 20件 25件

その他

警察官

医者

息子

百貨店

銀行協会

市役所職員

金融機関職員

計 69件

金融機関職員 23

銀行協会 1

警察官 2

クレジット会社 1

警備員 3 息子の会社関係者 1

息子の上司 1

取引会社社員 1

警備員 1 息子 1

医師 1 息子 1

息子 1 警備員 1

医師 1 警備員 1

警備員 1

保険会社 1 検察官 1 弁護士 1

弁護士 1 警察官 1

介護施設 1

警察官 8

金融機関職員 5

その他 4

不明 2

－

－

総数79件

－

－

7息子

－

４人目の肩書き

－

－

13銀行協会

２人目の肩書き ３人目の肩書き

市役所職員 30

１人目の肩書き

息子の上司

息子

不動産会社

百貨店 14

医師 7

4

2

3
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13 被害者が送金・交付することを決めた 犯人からの言葉（述べ件数 ） 

※その他は、「無料 でカードを交換する 」 「お金を払えば融 資する」

「お金を払えば今日 中に終わる」「お金 を払えばセキュリテ ィが  

かけられる」等。  

 

14 被害者が金銭等を 犯人に送金・交付 した形態  

▼犯人は、「お金が 返ってくる」などと いった油断させる言 葉のほ  

か、「カードを交換 した方がいい」など 大変な事態が生じた かのよ  

うに誤信させつつ冷 静さを失わせるよう な言葉を使っている 状況が  

認められる。  

その上で、キャッシ ュカード等を取りに 来たり、ＡＴＭで振 込 みを  

させるケースが多い 。  

こうした巧妙な犯行 の被害に遭わないよ うにするには、留守 番電話  

設定等を活用して、 すぐに対応しないよ うにする ことに加え 、１人  

で対応せず、誰かに 相談するようにする ことが重要。  

 

 

 

2件
7件

1件
1件
1件
2件
2件
2件
2件

4件
7件

18件
22件

0件 5件 10件 15件 20件 25件

不明
その他

お金を払わないと法的措置をとる
あなたの個人情報が漏れる
あなたも被害に遭っている

身内が大変
犯罪になる

携帯電話・カードが利用停止になる
（あなたが原因で）相手に迷惑がかかる

急いでください
裁判になる

（キャッシュカードを）交換した方がいい
（医療費・介護保険料等が）返金される

計 71件

3件

3件

6件

14件

14件

16件

34件

42件

0件 5件 10件 15件 20件 25件 30件 35件 40件 45件

ネットバンキング等

コンビニ決済等

宅配・郵送

電子マネー

カードすり替え

現金手渡し

カード手渡し

ＡＴＭによる振込み

計 132件
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15 被害者がＡＴＭを操作した際の 犯人 との通話状態  

16 被害者がＡＴＭコーナーに 留まって いた時間  

 

17 被害者がＡＴＭを操作していた時間  

 

▼ＡＴＭを操作・振 込みをさせられて被 害に遭うケース では 、被害者  

の約９割が犯人と通 話状態にあり、５分 以上にわたりＡＴＭ の操作  

を指示されているケ ースが多い。  

こうした点から、「 ＡＴＭコーナーでは 携帯電話を使用しな い」よ  

う利用者に呼びかけ ることに加え、携帯 電話で通話しながら ＡＴＭ  

を操作している方に 積極的に声掛けを行 うことが重要。  

 

１分 3%

３分 3%

５分 24%

10分 59%

15分 5%

20分 3%

30分 3%

計 37件

１分 5%

３分 8%

５分 51%
８分 11%

10分 22%

15分 3%

計 37件

ＡＴＭに
留まっていた時間

１分 ３分 ５分 10分 15分 20分 30分

件数 1件 1件 9件 22件 2件 1件 1件

ＡＴＭを
操作していた時間

１分 ３分 ５分 ８分 10分 15分

件数 2件 3件 19件 4件 8件 1件

犯人と通話しながら

ＡＴＭを操作

93%

犯人との通話を切断して

ＡＴＭを操作

7%

計 42件

被害者の状態

件数

犯人と通話しながら
ＡＴＭを操作

39件

犯人との通話を切断して
ＡＴＭを操作

3件
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18 施設管理者の職員や店員から、被害 者に対して被害防止 に向けた  

注意喚起（呼び止め 等）があったか  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▼ＡＴＭでの通話し ながらの 振込みや、 不慣れな様子で電子 マネーを  

購入しようとする方 等に対する金融機関 やコンビニエンスス トア等  

による積極的な声掛 けが期待される。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

あり, 3件, 

16%

なし, 16件, 

84%

計 19件


